
誤った使い方をすると、事故を引き起こすおそれがあります。

お読みになった後も必ず製品の近くに保存して下さい。
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◎この機械の操作及び保守・点検を行うときは、必ずこの取扱説明書
に従ってください。

もし疑問点又は不明な点がございましたら、当社又は販売店にお問

合せて回答を得るまで作業を進めないでください。

◎この取扱説明書に従わなかったため、あるいは誤用や無断改造がな
されたために怪我を負ったり、損害が発生したとしても、販売元・
製造元および販売店は一切その責任を負いません。

１）近年農業機械には新しい材料や加工方法の採用により、さまざまな危険が数多く発生す
る傾向にあります。
この機械の取扱上の危険についても、すべての状況を予測することはできません。

そのためこの取扱説明書の記載事項や機械に表示してある注意事項は、すべての危険を
想定しているわけではありません。
従って機械の操作または日常点検を行う場合は、この取扱説明書の記載及び機械本体に

表示されている事項に限らず、安全対策に関しては充分な配慮が必要です。

２）この取扱説明書について質問やより詳しい情報が必要な場合は、当社又は販売店にお問
合せください。

３）この取扱説明書において、万一ページの乱丁や落丁などがあった場合は、お取り替えい
たしますのでお手数ですが販売店までご連絡ください。

重要なお知らせ

◎この機械の操作及び保守・点検を行うときは、必ずこの取扱説明書

の指示・警告にしたがってください。

疑問点または不明な箇所があれば、当社または販売店に問い合わせ

て回答を得てから作業を進めてください。



1-1　警告用語の種類と意味

警　告

1. 危険防止のために

危　険

警　告

注　意

    切迫した危険な状態を示し、手順や指示に従わないと
    死亡もしくは重傷を負う場合に使用されます。

    潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと
    死亡もしくは重傷を負う場合に使用されます。

    潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと
    中・軽傷を負う場合、機器・機械が損傷する場合又は
　 原料や製品に不具合が生じる場合に使用されます。

◎危険防止のために、本機の危険な箇所には警告ラベルを貼付してあります。
この警告ラベルでは危険度の高さ（又は事故の大きさ）に従って、次の３段階に
分類しています。

以下の警告用語がもつ意味を理解し、本書の内容（指示）に従ってください。

危険防止のために危険な箇所には危険・警告・注意の各ラベルが貼付
してあります。
このラベルの注意書きを必ず守って作業を行ってください。
守らずに作業をしますとケガをする場合があります。

また、各ラベルが剥がれたり、読みづらくなった場合は、即座に新し

いラベルと交換し、同位置に貼り付けてください。
新しいラベルは当社にて準備しております。（ラベルは有償となって
おります）
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1-2　本機の使用にあたっての諸注意

本機の御使用後、及び保管の際には必ず、電源プラグをコン
セントから抜いてください。
感電・漏電・火災の原因となります。

警　告

当社に無断で本機を改造したり、取り付けられているものを
外したり加工をほどこし、本機と関係のない物を取り付けた
りは、絶対にしないでください。
本機の性能を充分発揮出来ず安全上支障をきたすことがあり
ます。

警　告

使用頻度に合わせて本機の点検・清掃は必ず実施してくだ
さい。
本機の性能を充分発揮出来ず、安全上支障をきたすことがあ
ります。
また、点検・清掃を行う場合は必ず元電源を切ってから作業
してください。
守らずに作業しますとケガをする場合があります。

警　告

本機を使用する場合の電気工事に関しては、電気工事有資格
者又は電気工事資格店にて本機の取扱説明書内に記載されて
いる基準を十分満たす工事を実施すること。
自分で勝手に工事はなさらないでください。
本機に悪影響を与え安全上支障をきたすことがあります。
また、既存の動力配線をお使いになる場合は本機の基準に適
応していることを確認後、本機を使用してください。

警　告

1. 危険防止のために

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握し
てから取扱説明書に従って作業を行ってください。
本機の性能を充分発揮出来ず安全上支障をきたすことがあり
ます。

警　告

本機を設置する際は、準備作業を必ず取扱説明書通りに実施
し、本機の周りには決して過熱性の物・電気的な高容量物コ
ンプレッサー等のノイズ発生物などの危険な物は置かないよ
うにしてください。
本機に悪影響を与え、安全上支障をきたすことがあります。

警　告

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の各ラ
ベルが貼付してあります。
このラベルの注意書きを必ず守って作業を行ってください。
守らずに作業をしますとケガをする場合があります。
また、各ラベルが剥がれたり、読みづらくなった場合は、即
座に新しいラベルと交換し同位置に貼り付けてください。
新しいラベルは当社にて準備しております。（ラベルは有償
となっております）

警　告
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電源コードを傷つけないでください。
無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり、
高温部に近づけたり、重たいものを載せたり、挟みこんだ
り、加工した場合は、電源コードが破損し、火災・感電の原
因となります。

警　告

電源プラグはコンセントの奥までしっかり差し込んでくださ
い。感電・ショート・発煙・発火の原因となります。警　告

電源プラグの刃（プラグ先端）及び刃の取り付け面にほこり
が付着している場合は、よく拭き、ほこりを取り除いてくだ
さい。火災の原因となります。

警　告

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み
がゆるい場合は本機を使用しないでください。
感電・ショート・発火の原因となります。

警　告

指定の電源以外では使用しないでください。
火災・感電の原因となります。警　告

1. 危険防止のために

本機を水につけたり、水のかかる場所や火気の近くでは使用
しないでください。
ショート・感電・漏電・火災の原因となります。

警　告

電源プラグを抜く場合は、電源コードを持たずに必ず電源プ
ラグを持って引き抜いてください。
感電や発火する場合があります。

警　告

改造はしないで下さい。また、修理技術者以外の人は分解や
修理をしないでください。
火災・感電・ケガの原因となります。

警　告

※上記以外の注意点及び詳細は各作業内容に合わせて記載してあります。よく熟読され、
必ず守ってください。
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1-3　警告ラベル・注意ラベルの貼り位置と説明

1. 危険防止のために

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の
各ラベルが添付してあります。このラベルの注意書きを
必ず守って作業を行ってください。守らずに作業をしま
すとケガをする場合があります。また、各ラベルが剥れ
たり、読み辛くなった場合は即座に新しいラベルと交換
し、同位置に貼り付けてください。新しいラベルは当社
にて準備しております。

この排出口の内部にはスクリューコンベヤが

回転しています。

これに触ると大ケガをします。運転中は絶対

に手・指などを入れないでください。

点検・掃除等の作業される場合は、必ず電源

を切ってプラグをコンセントから抜いてくだ

さい。

（コード：260-403-11）

運転中はモータが高温になっていますので、

運転中及び運転直後はモータに触らないでく

ださい。やけどをすることがありますので、

注意してください。

（コード：260-434-11）

運転前には取扱説明書を熟読し、本機の性能

・機能うぃ充分理解してから運転してくださ

い。

取扱説明書に従わなかったときは、本機の性

能を充分発揮できず、安全上支障をきたすこ

とがあります。

（コード：260-433-11）

機体内部の点検・修理やベルトの交換・その

他停電時等には、危険防止のため、必ずスイ

ッチを切り、電源プラグをコンセントから抜

いてください。

（コード：260-410-11）

裏カバーを開けると伝動部があります。

運転中にこれらに手で直接触れるとケガをし

ます。

カバーを開けるときは、必ず電源プラグをコ

ンセントから抜いてください。

（コード：260-400-11）
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2-1　本機の構成図

2. ご使用になるまえに

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能
及び装置を充分理解した上でお取扱ください。
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2-2　本機の構成名称

2. ご使用になるまえに

No. 名　　　称 個数 No. 名　　　称 個数

1 ユニコンプーリー 1 42 Vベルト（M32レッド） 1

2 軸受（上部） 1 43 スイッチマーク 1

3 軸受（下部） 1 44 機種名マーク 1

4 モータープーリー 1

5 機台 1 50 機台受 1

6 機台裏カバー 1 52 網ガード 1

7 モーターベース 1

9 軸受上カバー 1 200 十字穴付バインドタッピン2種（3×6） 2

10 シャッター 1 201 十字穴付バインドタッピン2種（4×12） 1

11 支柱 2 202 十字穴付ナベ小ネジ2種（M4×6） 2

12 タンク支基 1 203 十字穴付トラス小ネジ（M5×6） 2

13 下部タンク 1

14 上部タンク 1 205 十字穴付六角ボルトSW付（M6×8） 2

15 排出口シュート 1 206 十字穴付六角ボルトSW付（M6×12） 14

16 ユニコンフレーム 1 207 六角ボルト（M6×30） 1

19 下部タンクカバー 1 208 六角穴付止めネジ（M8×12） 2

20 ユニコンスクリュー軸 1

25-1 安全ガードA 1 210 蝶ボルト（M6×12） 2

25-2 安全ガードB 1 212 皿バネ付六角ナット（M5） 4

25-3 安全ガードC 1 213 皿バネ付六角ナット（M6） 7

28 ネームプレート 1 215 平座金（M6) 14

29 排出口ホース 1 216 平座金（M5) 8

30 フェルトリング 1 218 十字穴付ナベ小ネジ2種（M4×8） 1

31 アースマーク 1 219 平座金（M4) 1

32 ホースバンド 1 221 六角ボルト（M8×16） 2

33 供給ツマミバネ 1 222 皿バネ付六角ナット（M8） 2

34 ベアリング（6001　2NSE） 2 223 六角ナット（M4） 4

35 オイルシール（VB14285) 2 224 六角ボルト（M4×8） 4

36 穴用C形止め輪（Φ28） 2

38 下部カバーパッキン 1 以下　オプション

37 下部タンク下パッキン 1

39 モーターカバークッション 1 51 キャスター（Φ32） 2

40 スナップピン（Φ5） 6 223 六角ナットW3/8（キャスター付属品） 4
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2-3　本機の組立と据付（1）

2. ご使用になるまえに

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能
及び装置を充分理解した上でお取扱ください。

シャッターの取り付け方

① 図-1に示すように2点鎖線で
示すシャッターを上部タンク
の実線で示すシャッター位置
に矢印方向から上部タンクの
内面にあるシャッターガイド
にはめ込みます。

② 六角ボルト（M6×30）に平

座金（M6）・供給ツマミバ

ネ・平座金（M6）・シャッ

ターのガイド長穴の順に通し

て上部タンクの外部に溶接し

てある六角ナット（M6）へ

固定します。この時ボルトの

先端が10mm程度でるまで

締め込み、六角ナット（M6）

でWナットにしてしっかりと

固定してください。

上部タンクの取り付け方

① 図-2に示すように上部タンク

下面の端にあるハメコミガイ

ドを下部タンクの後端に合わ

せて矢印の方向にはめ込みま

す。

② 上部タンクを下部タンクには

め込み、ユニコンフレーム側

を蝶ボルト（2本）で固定し

ます。

◎ 本機を玄米・籾張込機として使用する場合は、上部タンクをセットして利用します。
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2-4　本機の組立と据付（2）

2. ご使用になるまえに

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能
及び装置を充分理解した上でお取扱ください。

下部タンクカバーの取り付け方

① 図-3に示すように下部タンク
カバーの後部内側を下部タン
クの後端上面に合わせるよう
に矢印方向に載せてユニコン
フレーム側を蝶ボルト（2本
）で固定します。

② 下部タンクカバーは図-4と対

称にも取り付けることができ

ます。

◎ 本機を精米機の精白米排出用または石抜機等の玄米排出等に使用する場合は、上部
タンクを外して下部タンクカバーを取り付けて使用します。
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2-5　機械的及び電気的仕様の確認

能力（垂直） 玄米　700 ～ 830（kg/h）　/　籾　350 ～ 450（kg/h）

モーター 単相 100V / 100W タンク容量 玄米　30 / 籾　20（kg）

重量 タンク高さ 張込高さ（最高）

1285
（mm）

460
（mm）

570
（mm）

19（kg）
上部タンク
下部タンク

509（mm）大きさ
全高 全幅 全長

0.1 100 5 10 5 1.6

272（mm）

1130
（mm）

2.0 27 1.6 2.0

ヒューズ

容量
（A）

超過目盛

電流計
（A）

配線最小太さ

直径
（ｍｍ）

2. ご使用になるまえに

出力
（kw）

電圧
（V）

開閉器
容量
（A）

断面積
（ｍ㎡）

線最大長
（ｍ）

アース線最小径

直径
（ｍｍ）

断面積
（ｍ㎡）

本機を使用する場合の電気工事に関しては、電気工事資
格者又は電気工事資格店にて配線を電気設備技術基準・
内線規定及び電力会社の規定に従ってください。また、
本機の取扱説明書内に記載されている基準を充分満たす
工事を実施してください。自分で勝手に工事はなさらな
いでください。本機に悪影響を与え、安全上支障をきた
すことがあります。また、既存の動力配線をお使いにな
る場合は、本機の基準に適応している事を確認後本機を
使用してください。

修理及び点検などの作業を行う場合は、必ず元電源を
切ってから実施してください。
感電など安全上支障をきたすことがあります。

（注意）

① 毎時能力は籾等搬送物の乾燥度合い・品種・時期などの諸要因により多少の変化
があります。

② 本機は電気機器を使用していますので、湿気のない・水・油等のかからない場所
でご使用ください。

③ 使用電源が上記に示す電気的な仕様を充分満足しているか確認してください。
④ 電灯線への接続・タコ足配線は絶対にしないでください。発熱・火災等の原因と

なります。
⑤ コードリールは使用しないでください。不調の原因となります。
⑥ 消費電力の大きい100Vの電気製品との同時使用は避けてください。
⑦ 安全のために必ずアースの接地工事をしてください。

なお、仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。
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3-1　運転の仕方（1）

3. 運転の仕方

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握
してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、ケガをしな
いように注意してください。

（注意）
① 張り込み中にホースの先端が詰まっ
た時は、シャッターを閉めて張り込
みを中断し、玄米をならして詰まり
を解消してから作業を再開してくだ
さい。

② 張り込みが終了したら必ずシャッタ
ーを閉めてください。異物が混入し
ないように注意してください。

③ 運転中は危険ですから下部タンクの
安全ガードと網ガードから下には、
手・指等を絶対に入れないでくださ
い。

④ 作業終了後は電源スイッチはOFF
（切）にして、電源プラグをコンセ
ントから抜いておいてください。

◎ 本機を玄米・籾の張込機として使用する場合は、上部タンクをセットした状態で行

います。

① 図-5のように上部タンクに玄米（30kg）又は籾（20kg）を入れます。

（タンク容量は玄米で30kgです。）

② タンクのシャッターを閉じていることを確認してください。次に機体左のスイ

ッチを（ON）にしてください。

③ シャッターを引き上げます。（シャッター開状態）張り込みが開始し、玄米で

は約2分30秒ほどで左下図の精米機タンクに張り込みます。

◎ 本機を精米機の精白米の排出用又は石抜機等の玄米排出等に使用する場合は、上部
タンクを外し、下部タンクカバーを取り付けて使用します。

① 図-6のように精米機又は石抜機等の白米又
は玄米の排出口を下部タンクカバーの流入
口に合わせてください。

② 排出口には紙袋に開口枠等を入れてご使用
ください。ホースの先端と紙袋に隙間が開
くようなら、適度な高さの台を用意してく
ださい。

（注意）
① この使用法ではシャッターが使用できない
ので、張り込み・排出は精米機等のシャッ
ターの開閉でご使用ください。

② その他の注意事項は前項と同様です。
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3-2　運転の仕方（2）

3-3　電気回路図

3. 運転の仕方

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握
してから取扱説明書に従って作業を行ってください。
作業する際には身の回りには充分気を配り、ケガをしな
いように注意してください。

◎ 張り込み能力を向上する機台受の使用方法

図-7に示すように籾・玄米の張り込みで特に

吞み込みの悪い場合、機台受を機台の後部下

に取り付けて使用します。

張り込み能力が約15～20％程向上しますの

で、適宜にご使用ください。

◎ 使用後の取扱いについて

① タンク内の汚れは乾いた布などで拭いて掃

除してください。

② 使用後はタンクに異物が入らないようにタ

ンクカバーを本機に被せてください。

点検・掃除などの作業を行う場合は、必ず電源プラグを
コンセントから抜いてください。
安全上支障をきたすことがあります。
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3-4　電装品の構成名称

ユニコン　H2B型　電装品構成名称

マークチューブ 1.25sq用 2 無記

ゴムブッシュ Φ12 2 K-69

配線コードF（黒） 1 VSF1.25sq　L=30mm

配線コードG（白） 1 VSF1.25sq　L=90mm

コードクランプ ハイステッカー 2 E-25

SKバインダー 2

コードクランプ SN-4A 1

配線コードD（黒） 1 VSF1.25sq　L=300mm

配線コードE（白） 1 VSF1.25sq　L=50mm

リード線（黒） 1 VSF1.25sq　L=100mm

配線コードC（黒） 1 VSF1.25sq　L=300mm

Y端子 4 1.25Y4S

リード線（白） 1 VSF1.25sq　L=100mm

差込みピン端子（オス） 2 PC4009M

圧着端子筒型 2.0sq 3 TG-B-2

プロテクターカバー 1

差込みピン端子（メス） 2 PC4009F

サーマルプロテクター 1 OR627　3.8A

プラグ付平形コード VCTFK　2C 1 1.25sq　L=3000mm

モーター 1 SPE-KR　100W　4P　100V

波動スイッチ 1 SDW-115A-10 AC125V-10A

123

125

118

119

120

121

122

111

112

113

114

115

116

105

106

107

108

3. 運転の仕方

No.

101

102

103

104

名　　　称 材　　質 個数 備　　　考

-　12　- 



4-1　不調な時の原因と対策一覧

玄米などの中に石・ボルトなど
の異物が混入していた

電源プラグを抜いて、張込タン
ク内の玄米等を取り出してくだ
さい
本機を横に寝かして機台の裏面
でユニコンスクリュー軸を前後
の回すようにして異物を取り除
いてください
その後ブレーカーの赤ボタンを
押してください

ユニコンスクリュー軸にワラな
どが巻きついている

異物を取り除く

籾にワラスベなどの混入が多い 異物を取り除く

電気がきていない
停電している（電力会社に通
知）
電源のヒューズが切れている

原因を取り除いてブレーカーの
赤ボタンを押してください

本機のブレーカーが作動してい
る

ホースの先端に玄米などが詰
まっている

スイッチを「OFF」にして
シャッターを閉じてください
ホースの詰まりを取り除き、ブ
レーカーの赤ボタンを押してく
ださい

配線が断線している 断線箇所を修理してください

スイッチを「ON」に
してもモーターが回ら
ない

張り込みに時間が掛か
る

玄米等に虫つづりなどがある 虫つづりをほぐして張り込む

4. 不調な時の原因と対策

状　　　況 原　　　因 対　　　策

使用中にブレーカーが
作動した

点検・掃除作業を行う場合は、必ず電源プラグを抜いて
ください。
安全上支障をきたす場合があります。
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5. アフターサービスについて
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〒930-0314　富山県中新川郡上市町若杉2番地　
 　　　　　　　　ＴＥＬ．076-472-2233　　FAX. 076-473-9100

B27-920-03

  ユニコン H2B型


